
	

一般外科 / 雌犬・雌猫	

乳腺腫瘍摘出術	

	

対象	
雌犬・雌猫	

手術時間	
60～180 分	

入院	
1～3泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

乳腺にできた腫瘍を外科的に摘出する手術です。切除する範囲は、腫瘍の数・大きさ・場所に応じて、
しこり 1個の摘出から患側の乳腺をまとめて切除する方法まで異なります。早期発見・早期の完全切
除が最も予後を改善します。猫では 80～90%が悪性のため、速やかな手術が勧められます。	

■ この手術が必要なとき	

・乳腺にしこりができた（良性・悪性を問わず）	
・急速に大きくなる・硬い・皮膚や下の組織にくっついて動かないしこり	
・皮膚に潰瘍を作っているしこり	
・細胞診や生検で悪性が疑われる場合	

■ 手術の流れ	

① 術前に胸部X線・腹部エコーで転移の有無を評価します	
② 全身麻酔をかけ、仰向けに固定します	
③ しこりの周りの正常な組織を 1～2cmつけて切除します（マージン確保。単発摘出～乳腺鎖切
除）	
④ 腫瘍に近いリンパ節（鼠径・腋窩）も同時に切除します	
⑤ 皮下・皮膚を縫合します	
⑥ 切除した組織を病理検査に提出します	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。	

■ 入院・退院の目安	

術後 1～3泊が目安です。エリザベスカラーを装着し、傷を保護します。	

■ 術後のケア	

・抜糸は 10～14日後が目安です	
・2 週間は激しい運動を控えます	
・病理検査の結果に基づいて、追加治療の必要性を判断します	



■ 起こりうるリスク・合併症	

・出血	
・皮膚の張力による縫合部の離開	
・血清腫（皮下に液体がたまる）	
・感染	
・再発・転移（悪性の場合）	

■ よくある質問	

Q. 小さいうちに手術した方がいいですか？	
A. はい。小さいほど完全に切除しやすく、転移する前に対処できる可能性が高くなります。	
Q. 切除範囲はどう決まりますか？	
A. 腫瘍の数・場所・悪性の疑いに基づいて、術者が最適な切除範囲を判断します。	
Q. 病理検査は必須ですか？	
A. はい。切除した組織の悪性度や切除の取りきれ具合を確認するために必須です。結果に基づいて
追加治療の要否を判断します。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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